　本校のある吉田地区は、恵那市の南西の端、岐阜県と愛知県との県境に位置しています。明智町の一部が校区で、自然に恵まれた山間の小さなところです。本校は、全校児童５０名、複式学級を１つ持つ規模の小学校です。地域・保護者は、学校教育に対して支援を惜しまず、何事にも協力をしていただけます。
春には地域行事がたくさんあり、子ども達はほとんどの行事に参加します。５月の連休には「光秀祭り」が開催され、６年生になると子ども武者として行列に参加することができます。本物さながらの甲冑を身につけて練り歩く姿は見応えがあり、光秀役や、春日の局などに扮して歩く姿は一生の思い出となります。その日は、家族総出で、着物の着付けや、記念写真等に大忙しです。また、事前に外部講師をお招きし、｢歴史勉強会｣も学校で行いますので、子ども達にとっては貴重な歴史の勉強になります。
　夏になると、運動場が草のジュータンで覆われます。全校児童や全教職員で草取りをしますが、とても取れきれるものではありません。地元の老人クラブの方々が朝早くから総動員で草取りをしていただけます。３時間もすると土が顔を出し、草１本も無いグランドに戻ります。おかげで、気持ちの良い運動場で運動会が実施できます。
　秋には、校区の農家の方が、自宅で収穫したお米で餅つき体験をしていただけます。その日は、漬け物を持参して、全校児童で農家を訪れると一家総動員で迎えていただけます。臼と杵を使い昔ながらの餅つき体験を児童全員でした後、そのお餅をいただき、五平餅まで十分に食べさせていただけます。また、別の農家では、サツマイモのイモ掘り体験をさせていただいております。当日は、スーパーのビニール袋と軍手を持参し、自分で掘ったイモを自宅へ持ち帰ることができます。いずれの農家もあらかじめ全校児童分、教職員分を余分につくって頂くなど、気を遣ってもらっています。
　冬は、雪が多く寒いので、根雪が凍り、道路などは滑りやすくて大変危険です。早朝雪が降り積もると、近所の方々が自主的に除雪をしてくださいます。子ども達の登校する時刻には通学路には雪はありません。
　このように、一年間を通していろんな形で地域の方々は学校や子どもを支えてくださっています。「学校のためなら、子どものためなら」という熱い気持ちが伝わってきます。
一方、学校では四季折々の花々を花壇や鉢植えにして育てています。これは、本校の特色ある活動の一つです。土作りから種まき、仮植から定植、そして毎日の水やりと全ての作業を児童自らの手で行っていきます。その「花作り」を通して、「継続することの大切さ」「協力することの大切さ」「命の大切さ」等、多くのことを学んでいます。そして、自ら育てた鉢植えの花を、お世話になった地域の方々へプレゼントすることで「感謝の気持の大切さ」を育んでいます。
　年々、学校と地域、子どもと地域が疎遠になる中で、この地域は大切なものが昔から失われずに受け継がれています。
　他の学校をあまり知らない児童にとっては、今の学校生活が当たり前と思っていますが、人数の多い学校と比べて、本校は人数が少ないために、多くの点で違いがあります。また、そのことが児童にとってよい勉強になっています。
　例えば、教室掃除では、本校では、２～３人で、床掃除から机ふき、黒板掃除から机つりまで時間内でやり切っています。
また、６年生になれば、一人の子が委員会の委員長からクラブ長、分団長等をやりこなしてくれます。責任ある立場になることは、他ではなかなかできないことです。
先日（５月２５日）行った運動会では、３年生以上の子が各係の仕事を一生懸命頑張ってくれました。３年生のような小さな子がピストルをうつ姿は見ていて感動的でした。高学年の子の演技説明を３年生の子が一生懸命放送で説明する姿にも心を打たれました。
　このように、何倍も働き、いくつもの係を経験し、小さいうちから責任のある仕事をしています。それが、本校のよいところです。
　今年度も、豊かな自然や、協力的な保護者の皆様、地域の皆様、そして小規模校のメリットを生かした教育を進めていきたいと考えています。
